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図18瞳山査王烈の描いた亀甲墓
（『琉球風俗絵図」より）
来たという有力な証拠となろう。墓図で書かれている「害」とは、風水と関連するある種の本
ではないかとも推測できる。
琉球王国では最初、庶民に亀甲墓の使用は禁止され、首里の王族や士族階級に専用されてい
た。文献によると、18世紀前期にも庶民の亀甲墓使用は制限されていたが、19世紀前期になる
と首里王府によって庶民の亀甲墓の造営が許可されたが、亀甲を作る以外には石垣の塀も他の
⑲
装飾も許されなかった。明治の廃藩置県から大正時代にかけて、この墓型が徐々に庶民層に伝
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わり、戦後にセメント建設技術の普及によって亀甲墓が民間に広がった。この意味では、石の
⑳
亀甲墓はセメント製の亀甲墓より古いと言えよう。これは、石敢当の伝播に似ている。亀甲墓
も先に沖縄本島に伝わり、後に先島諸島へ伝わったようである。
亀甲墓を専用していた琉球の士族は、「門中｣を組織した。それは中国の｢宗族｣に近い父(男）
系血統の祭祀組織であり、同じ「門中」の人がしばしば同じ亀甲墓か「破風墓」を所有する。
一基の墓に一人でなく、一つの門中が使用することが、かつて首里王府に命じられたとも言わ
れている。今日の沖縄における門中墓の形成過程を見ると、亀甲墓が沖縄に伝わった後、士族
が門中制度に対応することによって、墓の規模が大きくなり、内部構造も変化した。村墓から
門中墓そして家族墓という変化のプロセスがあったかも知れない。亀甲墓は、最初多くは門中
墓であり、家族墓はその後現れた可能性が大きいと思う。現在、那覇近辺の亀甲墓は、家族墓
もあれば、門中墓もある。
呼称及び外部形状から見れば、沖縄の亀甲墓と福建南部の亀殻墓は明らかに似ているが、内
部構造から言えば、漸江の椅子墳がもっと亀甲墓に近いと主張する人もいる。これらの比較研
究は、今後の課題となろう。沖縄の亀甲墓と福建南部の亀殻墓を比較してみると、次の点が指
摘できる。
(1)墓を使用する社会組織が違う。沖縄の亀甲墓は家族墓、門中墓、村墓があるが、個人墓は
少ない。読谷村史料「二代波平親雲上墓所新築成候御心ヲ察シ永伝記(1900)」に、明治33年門
⑳
中全員出資で門中の亀甲墓を建てたことが記録されている。ほかに、読谷村古堅やその他多く
の村墓のように、沖縄の亀甲墓は共同性の高いことを示している。これに対して、中国の亀殻
墓の多くは、個人墓か夫婦墓であり、数世代の人を一つの墓に入れるのはわずかある。福建や
漸江のある地域で、かつて「門中墓」や「家族墓」あるいは「宗族墓」があったかどうか、さ
らに調査する必要ｶﾇある。
(2)亀甲墓と関連するのは、門中制度と洗骨習俗なので､墓は長年にわたって繰り返して使用
されている。亀甲墓は、死体処理の第一次墓室（風葬室あるいは置棺室）として使用でき、ま
た洗骨後の遺骨を安置する納骨台としても使用できる。亀甲墓の墓室内は、通常世代によって
遺骨を納めた厨子甕をそれぞれの特定の位置あるいは台の上に置く。そのため人々は一つの亀
甲墓に対して繰り返して追葬することが可能になる。通常、亀甲墓の墓室内に世代順で厨子甕
が2，30から50あるいは百個ぐらい収納されている。亀甲墓は、ある程度宗族（門中）墓の性
格をもっているので、未成年あるいは異常死による死者の場合、まず亀甲の門中墓の横に小さ
い仮墓を作り、三、五年後遺骸を墓に移す。読谷村にこのような例があった。
これに対して、中国の亀殻墓は、通常代々あるいは繰り返して追葬する性質をもっていない。
中国の亀殻墓の多くは個人墓か夫婦合葬墓であり、直接土葬するにしても、拾骨あるいは洗骨
して再葬するにしても、継続して追葬する状況はほとんど発生しない。東南中国にも二次複葬
の伝統がある。第一次の土葬をして数年後に風水が良くないと思われた時、洗骨してから骨を
拾って甕棺（｢金罐」「金斗」「黄金」など）に入れて露天に置き、「風水宝地」を見つけた後に
永久的な亀殼「風水墓」を造る。亀殻墓は風水に関連するが、風水も常に変化するので、代々
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の子孫は独立して別に墓を建てることになる。つまり、中国の亀殻墓は、沖縄の亀甲墓ほど経
済上の合理性がない。
(3)前述した区別の影響を受けて、墓の内部構造については、沖縄の亀甲墓は横穴式が多く、
中国の亀殼墓は基本的には堅穴式が多い(写真15)。渡邊欣雄教授の御教示によると、福建省北
部と温州一帯では、実際には横穴式の「椅子墓」もあるそうなので、墓の内部構造に関してさ
らに検討が必要である。
(4)沖縄の亀甲墓の構造は、基本的には最初は中国の同じ種類の墓型をまねて造ったため、外
部の形態上は基本的に類似しているが、内部構造の細部に差異がある。沖縄の亀甲墓には墓碑
がなく、墓眉が高く、入り口が大きい。中国の亀殻墓は墓碑を亀の頭にし、墓亀の正面に立て
る。墓眉が低くて、墓耳に代えられている場合もあり、正面に墓の入り口がない。そのほか、
墓後部の塀（囲堤あるいは砂手）も差異があり、中国の方は極めて複雑で、沖縄の方は素朴で
⑳
簡略である。
写真15金井鎮における亀殻墓の内部構造
（七）
これほど豪華で、寳沢な椅子墓、亀殻墓を論じるには、葬俗の改革という現実問題を避ける
ことはできない。温州など漸江省各地方のみでなく、恵安一帯のように福建省の多くの地域な
どにも、陰界と陽界において、死者と生者の土地の占有を巡る問題が起きている。土地開発の
⑳
進行につれて、墓問題は難しい問題となる。新聞によれば、1989年まで北京市の火葬率は95％
に達したにもかかわらず、全国の平均火葬率はおよそ27％前後しかない。中国の大多数の地方
では、土葬を改革することがまだ問題となっていない。「生は蘇州杭州、死は晋江泉州｣という
俗語があるように､亀殻墓の集中的に分布する福建南部に葬送儀礼を盛大に行なう伝統がある。
このように葬儀の改革は切実な問題に直面していることが明らかである。
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民俗学と人類学のフィールド・ワークによって、中国の東南地域における椅子墳と亀殻墓と
に関連する一連の民俗文化事象及びその相互の関係を示した。通常椅子墳と亀殻墓には一世代
用もあり、二、三世代共用もある。家族数世代の墓も、一カ所に集中して建てられることがあ
る。風水思想の影響によって、民俗社会では、風水環境がよいと言われる場所にかなり集中的
な公衆墓地が造成されている。
椅子墳と亀殻墓の分布と殆ど重って存在しているのが、洗骨、改葬（転金）の習俗である。
この習俗及び「五服」内の近い血縁の数世代の墓室を横か上下に並べる民俗現象から、研究者
や関係行政機関は、「指導変遷」の原則を根拠に、上述した民俗事象が現存することに基づき、
喪葬習俗の改革を導く計画を立てることができるであろう。東南地域にある生前に「陰宅」を
用意し、「生墳」「寿塘」「寿墳」をつくる慣習も、葬俗の改革に有利であるかも知れない。
以上の民俗文化事象とその相互関係を分析することによって、ここに沖縄の亀甲墓のように
椅子墳と亀殻墓の墓室を拡大して、繰り返して永久に使用することを提案する。即ち、椅子墳
と亀殻墓の歴代使用を可能にし、遺体遺骨の多数収納を可能にし、永久あるいは半永久的に火
葬後の遺骨を保存できる、親族あるいは宗族で使用する「公墓」「族墓」にすれば、墓地建設が
土地資源と自然景観を破壊する問題も根本的に緩和できるであろう。民俗社会における｢風水」
への憧れは、より大規模な共同体レベノレで実現できるし、地域の再建にとっても良いことであ
ろう。
このように提案したのは、たんなる思いつきでなく、沖縄の亀甲墓の合理性と東南中国の葬
送習俗の相互関係の分析だけではなく、民俗社会にすでに先例があることに基づいて提出した
のである。凌純声氏によると、台湾大学の付近にある「福建南靖頼氏家墓」が沖縄亀甲墓と同
⑳
じように一次葬の棺と二次葬の「金斗」を「家型墓」に置いてあると報告されている。平敷令
治氏は、台湾宜蘭の公墓で一次葬墓と二次葬墓（吉葬）をあわせた両用墓の例を見たという◎
1970年代以後、台湾では家族墓の墓室に骨甕「金斗」を置く傾向が出現し、さらに沖縄の亀甲
墓式に墓碑の下に墓口を設けた新しい亀殻墓も現れた。
もう一つの可能性は、「公墓制度｣を推進することである。温州の永嘉橋頭鎮橋頭公墓のよう
に村落ごとに資金収集して作り上げた墓を皆に買ってもらう陵園式公墓は、1991年6月末まで
の統計によると、全市ですでに340か所以上あり、65560墓あまりの墓室がある（写真16)。「族
墓」的な椅子墳は、（図3のように）一人一基の椅子墳より長所がある。温州の公墓は基本的に
一人一基の墓室であるが、土地の使用面積を大いに節約している。公墓の周囲に花、木を植え、
東屋、花壇、墓誌など付属施設が設けられ、公墓全体の形状は巨大型椅子墳のようである。公
墓の出現によって人間と土地の矛盾を緩和し、景観の破壊を大いに減少し、同時に葬送儀礼の
⑮
簡略化をも促進することができる。現在、温州の新しい動向は、公墓内に木棺穴、遺骨穴、金
罐穴の三種の墓穴形式を出現させた。
「移風易俗」が、その地方の民俗から自発的に形成して積極的に変化したことを重視すべき
である。例えば、麗水市のサラリーマン家庭は、近年来、清明節の墓参りを便宜上の理由で、
数世代の先祖の墓を一カ所に集中した。世代を隔てた先祖墓に対する畏怖の気持ちがいささか
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薄くなったようである。現在、漸江、安徽、福建などに3世代を一つの墓に納める血縁家族墓、
あるいは父子数世代が世代順で墓室を上下段差式に並べる椅子墳がよく見られるが、通常3世
代を超えると別に墓を造る。東南各地方に無縁墓が数多くあるのも､子孫と世代関係が遠くなっ
たために、おろそかにされたか忘れられてしまったためである。このように埋葬当時からこれ
を防ぐ措置をとることが、葬俗改革の面で重要かつ現実的な意味を持つ。
民俗調査を基礎に、葬俗改革という「応用人類学」の課題を提出する際、実際にある不利な
要素をも注意すべきである。例えば、風水観念は墓を一か所に集中させる作用がありながら、
逆に家族なのに墓をバラバラに分散させる作用もある。それが、風水観念の影響でめいめいの
使者の死亡時刻とその子孫の「八字」によって良い墓の方位を選ぶ結果である。そこで、都市
で火葬を推進するとともに、農村地域では「適地適作」の原則に従うべきだと考える。
●
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